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研究会報告

１）第１回研究会
　　開࠵日：2016年４月20日 
　　場　所：瀬田学ࣷ７߸ؗ環境実習ࣨ２
　　講演者：中川晃成（龍谷大学理޻学部・講師/里山学研究センター・研究員）
　　　　　　「琵琶湖、その湖際（みずぎわ）の景観変遷ʵそれを͏ئのは誰かʵ」
　　　　　　林　珠乃（龍谷大学理޻学部・実ݧॿख/里山学研究センター・研究員）
　　　　　　「地理情報システム（GIS）の基礎とその可能性」

２）第２回研究会
　　開࠵日：2016年６月３日 
　　場　所：ਂ草学ࣷ３ؗޫࢵ階里山学研究センター研究ࣨ
　　講演者：大崎康文（滋賀県঎޻観ޫ࿑ಇ局観ޫަ流局（滋賀県ڭҭ委員会事務局
　　　　　　　　　　　文化ࡒ保護課ซ任））
　　　　　　「水と暮らしの文化ʵ日本遺産のとり組みについてʵ」

３）第３回研究会
　　開࠵日：2016年６月９日 
　　場　所：ਂ草学ࣷ３ؗޫࢵ階里山学研究センター研究ࣨ
　　講演者：山口美知子（東近江市市ຽ環境部森と水政策課・課長ิ佐）
　　　　　　「森林の現状と課題及び所有権の問題について」

４）第４回研究会
　　開࠵日：2016年６月16日 
　　場　所：	ਂ草学ࣷࢵ英ؗ２階第１共ಉ研究ࣨ
　　講演者：須川　恒（龍谷大学・ඇৗۈ講師・研究フΣロー /里山学研究センター・
　　　　　　　　　　　研究員）
　　　　　　「琵琶湖とラムサール条約ʵ大きな湖で条約を活用するにはʵ」
　　　　　　須川　恒（龍谷大学・ඇৗۈ講師・研究フΣロー /里山学研究センター・
　　　　　　　　　　　研究員）
　　　　　　「ラムサール条約を活かした湿地保全活動ʵ世界の湿地の日	in	湖北ʵ」
　　　　　　赤松喜和（龍谷大学大学Ӄ政策学研究Պ）
　　　　　　金　紅実（龍谷大学政策学部・।ڭत/里山学研究センター・研究員）
　　　　　　「ラムサールシンポジウム2016ʵ中海・宍道湖ʵへの参加・報告」

５）第５回研究会
　　開࠵日：2016年７月30日​
　　場　所：ਂ草学ࣷ４ؗޫࢵ階講ٛࣨ401
　　講演者：小池浩一郎（ౡࠜ大学生物資源Պ学部・ڭत）
　　　　　　「木質バイオマス発電の現状と課題」
　　　　　　泊みゆき（NP0๏人バイオマス産業社会ネットϫーΫ・理事長）
　　　　　　「日本における木質バイオマス利用の現状と課題」
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６）第６回研究会
　　開࠵日：2016年10月16日 
　　場　所：瀬田学ࣷஐޫؗ地下１階ステューデントコモンζミーティングルーム
　　講演者：筒井　正（浜松学Ӄ大学・ඇৗۈ講師）
　　　　　　「廃村茨川に生まれて─森林文化再考」
　　　　　　須藤　護（龍谷大学・名༪ڭत・研究フΣロー /
　　　　　　　　　　　里山学研究センター・研究員）
　　　　　　「木地師の活動と里村」

７）第７回研究会
　　開࠵日：2016年10月24日 
　　場　所：瀬田学ࣷஐޫؗ地下１階ステューデントコモンζミーティングルーム
　　講演者：Bosco	Rusuwa（マラウイ大学チャンセラーߍ生物学Պ）
　　　　　　「マラウイ湖の水産業と暮らし」
　　　　　　丸山　敦（龍谷大学理޻学部・講師/里山学研究センター・研究員）
　　　　　　「マラウイ湖と琵琶湖の比較を考える」

８）第８回研究会
　　開࠵日：2016年11月４日 
　　場　所：ਂ草学ࣷ３ؗޫࢵ階里山学研究センター研究ࣨ
　　講演者：岡田英基（滋賀県琵琶湖環境部琵琶湖保全再生課・課長）
　　　　　　「「琵琶湖保全再生施策に関する計画」の検討状況について」

９）第９回研究会
　　開࠵日：2016年12月１日 
　　場　所：ਂ草学ࣷ３ؗޫࢵ階里山学研究センター研究ࣨ
　　講演者：釜井俊孝（京都大学防災研究所・ࣼ໘災害研究センター長）
　　　　　　「埋もれた都の防災学：都市と地盤災害の2000年」




